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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号
　
平
成
三
〇
年
十
二
月

『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
に
お
け
る
「
無
塵
法
界
凡
聖
斉
円
理
」
の 

解
釈
に
つ
い
て

―
酉
誉
聖
聡
に
着
目
し
て

―

佐

伯

憲

洋

一
　
は
じ
め
に

浄
土
宗
鎮
西
派
の
酉
誉
聖
聡
が
活
躍
し
た
時
代
で
は
、
浄
土
宗
の
浄

土
・
穢
土
、
凡
夫
・
仏
を
区
分
す
る
考
え
方
が
、
了
義
大
乗
の
教
え
に

反
す
る
と
非
難
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
夢
窓
疎
石
の
『
夢
中
問
答

集
』
巻
下
の
、「
凡
夫
ノ
外
ニ
仏
ア
リ
、
穢
土
ノ
外
ニ
浄
土
ア
リ
ト
説

ケ
ル
ハ
不
了
義
ノ
経
ナ
リ
。
凡
・
聖
、
浄
・
穢
皆
差
別
ナ
シ
ト
明
カ
セ

ル
ハ
、
了
義
大
乗
ノ
説
ナ
リ
ト
云云

。
…（
中
略
）…
浄
土
宗
ニ
ハ
穢
土
ノ

外
ニ
浄
土
ア
リ
、
凡
夫
ノ
外
ニ
仏
ア
リ
ト
立
テ
ラ
レ
タ
リ
。
了
義
大
乗

ノ
説
ト
ハ
申
ス
ベ
カ
ラ
ズ
）
1
（

。」
と
い
う
記
述
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
よ
う

な
非
難
を
受
け
て
、
聖
聡
は
浄
・
穢
不
二
、
生
・
仏
一
如
を
説
き
、
さ

ら
に
浄
土
宗
が
諸
宗
を
超
越
す
る
教
え
で
あ
る
と
い
う
自
説
を
展
開
す

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
浄
土
宗
義
で
は
、
指
方
立
相

に
立
脚
す
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
浄
・
穢
不
二
、
生
・
仏
一
如
と
は
言

わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
聖
聡
が
浄
・
穢
不
二
、
生
・
仏
一
如
と
い
う

に
は
、
他
宗
教
義
等
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
思
想
的
淵
源
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
そ
れ
を
知
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
）
2
（

』

の
「
無
塵
法
界
凡
聖
斉
円
之
理
）
3
（

」
と
い
う
言
葉
の
解
釈
に
着
目
す
る
。

こ
の
語
句
は
、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
の
中
、
他
力
実
体
を
説
く
箇
所

で
用
い
ら
れ
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
玄
義
分
に
あ
る
、「
無
塵
法
界
、

凡
・
聖
斉
円
。
両
垢
如
如
則
、
普
該
二
於
含
識
一
。
恒
沙
功
徳
寂
・
用

湛
然
）
4
（

。」
と
い
う
記
述
に
基
づ
く
。
こ
の
言
葉
は
、
理
の
境
界
で
は

凡
・
聖
が
円
融
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
聖
聡
は

浄
・
穢
不
二
、
生
・
仏
一
如
の
意
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
聖
聡
が
こ
の
言
葉
を
如
何
に
解
釈
し
て
い
る
か
知
れ
ば
、
浄
・
穢

不
二
、
生
・
仏
一
如
と
い
う
思
想
的
淵
源
が
知
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
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『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
に
お
け
る
「
無
塵
法
界
凡
聖
斉
円
理
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
佐

伯
）

二
　「
捜
玄
即
冥
」
に
つ
い
て

さ
て
、
聖
聡
は
、『
大
経
直
談
要
註
記
』
巻
二
四
で
、「
浄
・
穢
雖
二

処
異
一
二
土
互
相
見
。
生
・
仏
位
別
、
一
如
互
交
通
、
在
二
穢
界
一
見
二

浄
刹
一
。
以
二
凡
見
一
観
二
聖
境
一
。
斯
則
、
由
二
浄
・
穢
二
土
捜
玄
即
冥

之
一
理
一
。
亦
則
、
由
二
無
塵
法
界
凡
・
聖
斉
円
之
義
一
也
）
5
（

。」
と
言
及

し
、「
無
塵
法
界
凡
聖
斉
円
之
理
」
を
「
捜
玄
即
冥
之
一
理
」
と
同
義

で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
捜
玄
即
冥
と
は
、
懐
感
の
『
群
疑
論
』
巻
一
に

依
れ
ば
、
土
の
浄
相
・
穢
相
は
心
の
認
識
に
よ
る
も
の
で
、
本
質
的
に

は
浄
・
穢
の
区
別
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

雖
下
復
浄
・
穢
両
心
現
二
浄
・
穢
二
土
一
、
心
有
二
両
体
一
、
土
成
中
二
相
上
、
然
、

同
処
・
同
時
、
不
二
相
障
礙
一
。
不
レ
可
レ
言
下
有
レ
浄
処
無
レ
穢
、
有
レ
穢
処
無
レ 

浄
、
別
処
而
現
、
而
有
中
障
礙
上
。
以
三
同
処
・
同
時
現
二
浄
・
穢
一
故
。
故
、
曰
二 

異
質
不
一レ
成
。
故
、
捜
レ
玄
即
冥
。
捜
者
捜
求
也
。
玄
者
幽
玄
也
。
捜
二
其
幽
玄

旨
趣
一
、
浄
・
穢
両
相
冥
然
、
同
在
二
一
処
一
、
不
レ
可
三
分
成
二
二
所
一
也
。
詳
、

此
応
レ
言
二
異
質
雖
レ
成
、
捜
レ
玄
即
冥
一
。
…（
中
略
）…
亦
可
二
浄
・
穢
相
殊
一
、

其
体
無
レ
二
。
捜
二
其
実
体
一
、
唯
是
一
如
故
、
言
二
捜
玄
即
冥
）
6
（

一
。

し
た
が
っ
て
、
聖
聡
も
、
相
に
よ
る
差
別
は
心
に
よ
る
も
の
で
、
本

質
的
に
は
無
差
別
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
基
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

『
当
麻
曼
荼
羅
疏
』
巻
一
六
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

問
曰
、
今
此
方
以
二
日
・
水
両
観
一
、
為
二
彼
国
無
漏
真
観
仮
観
一
。
此
義
不
レ
審

也
。
浄
・
穢
界
異
、
凡
・
聖
心
隔
故
、
如
何
。

答
、
若
約
二
法
体
不
分
義
一
者
、
浄
・
穢
不
二
、
凡
・
聖
一
如
也
。
無
塵
法
界
、

凡
・
聖
斉
円
。
両
垢
如
如
、
普
該
二
含
識
一
。
爰
以
、
或
云
下
治
生
産
業
皆
与
二

実
相
一
不
中
相
違
背
上
。
…（
中
略
）…
是
則
、
法
本
融
、
事
・
理
宛
然
。
心
自
然

和
、
性
・
相
了
然
故
也
。
実
、
阿
鼻
依
正
処
二
極
聖
自
心
一
、
毘
盧
身
土
不
レ
越
二

凡
下
一
念
）
7
（

一
。

こ
の
引
用
の
最
後
に
、「
阿
鼻
依
正
処
二
極
聖
自
心
一
、
毘
盧
身
土 

不
レ
越
二
凡
下
一
念
一
」
と
言
う
。
こ
れ
は
、
湛
然
の
『
金
錍
論
）
8
（

』
の
言

葉
で
、
凡
夫
の
心
に
毘
盧
遮
那
仏
と
、
そ
の
土
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
聖
聡
は
、
浄
・
穢
不
二
、
生
・
仏

一
如
を
唯
心
浄
土
・
己
心
弥
陀
に
準
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
因
み

に
、
聖
聡
が
唯
心
浄
土
・
己
心
弥
陀
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
何
故
な
ら
ば
、『
大
原
談
義
聞
書
抄
見
聞
）
9
（

』
に
は
、
次
の
よ
う

な
問
答
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

問
。
唯
心
浄
土
・
己
心
弥
陀
義
、
他
宗
所
レ
存
也
。
今
何
立
二
此
義
一
耶
。

答
。
豈
先
不
レ
云
乎
。
諸
教
所
レ
談
真
如
実
相
義
、
此
教
所
レ
談
他
力
実
体
辺
、

全
是
一
同
也
。
故
、
若
依
二
実
体
辺
一
、
浄
・
穢
不
二
也
故
、
云
二
極
楽
不
遠
一
。

又
、
即
生
・
仏
一
如
故
、
云
三
弥
陀
在
二
己
心
）
10
（

一
。

こ
こ
で
は
、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
に
あ
っ
た
「
他
力
本
願
之
実
体
」

と
い
う
言
葉
を
仲
介
し
て
、「
無
塵
法
界
凡
聖
斉
円
之
理
」
と
は
真
如

実
相
の
こ
と
で
あ
り
、
聖
聡
の
い
う
浄
・
穢
不
二
、
生
・
仏
一
如
が
、
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『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
に
お
け
る
「
無
塵
法
界
凡
聖
斉
円
理
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
佐

伯
）

唯
心
浄
土
・
己
心
弥
陀
と
対
応
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
聖
聡
が
浄
・
穢
不
二
、
生
・
仏
一
如
と
い
う
に
は
、
天
台
の
思
想

に
立
脚
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

三
　
聖
冏
よ
り
継
承
さ
れ
た
思
想
に
つ
い
て

聖
聡
の
師
で
あ
る
了
誉
聖
冏
も
「
無
塵
法
界
凡
聖
斉
円
」
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
。

本
来
妙
明
元
清
浄
体
、
人
人
具
足
心
地
、
生
・
仏
未
分
極
位
也
。
真
如
法
性
宗

旨
、
雖
三
義
有
二
少
違
一
、
法
体
本
自
一
致
也
。
…（
中
略
）…
我
宗
名
二
之
一
法

句
一
。
於
二
本
来
寂
滅
広
大
妙
明
元
清
浄
之
処
一
、
無
二
教
・
行
・
証
差
一
、 

無
二
正
・
像
・
末
別
一
、
上
無
二
攀
仰
一
、
下
絶
二
己
躬
一
。
従
来
、
無
二
向
背
一 

自
レ
元
絶
二
羅
籠
一
。
無
塵
法
界
、
凡
・
聖
斉
円
。
両
垢
如
如
、
則
普
該
二
於 

含
識
一
。
恒
沙
功
徳
、
寂
・
用
湛
然
。
指
レ
之
、
則
云
二
不
立
文
字
、
見
性
成

仏
）
11
（

一
。

聖
冏
は
、「
本
来
妙
明
元
清
浄
体
」
が
、
生
・
仏
未
分
の
極
位
で
あ

る
と
し
、
そ
れ
を
一
法
句
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
法
句
を

「
無
塵
法
界
、
凡
・
聖
斉
円
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
聖
冏
は
「
無
塵
法
界
」
に
つ
い
て
、
良
忠
の
『
観
経
疏
伝
通

記
』
玄
義
分
巻
二
の
、「
無
塵
法
界
者
、
一
理
異
名
。
起
信
論
云
。
三

界
虚
偽
、
唯
心
所
レ
作
。
離
レ
心
、
則
無
二
六
塵
境
界
）
12
（

一
已上

。」
と
い
う
記

述
を
基
に
し
て
、「
一
理
異
名
等
者
、
無
塵
之
名
、
無
煩
惱
義
。
所
レ
云

法
界
者
、
是
理
法
界
。
…（
中
略
）…
唯
心
所
作
等
者
、
三
界
諸
法
是
六

塵
也
。
故
云
二
心
作
一
。
即
無
六
塵
等
者
、
言
若
無
二
六
塵
一
、
是
云
二
無

塵
法
界
一
也
）
13
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
『
大
乗
起
信

論
）
14
（

』
は
、
心
外
の
事
象
は
心
の
認
識
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
象
で
あ
る
た

め
、
心
と
い
う
認
識
作
用
を
離
れ
れ
ば
、
現
象
（
六
塵
）
の
無
い
境
界

と
な
る
と
い
う
内
容
を
示
し
た
箇
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
無
塵
法
界
」

と
は
、
認
識
さ
れ
る
相
が
無
い
理
法
界
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
凡
・
聖
斉
円
」
に
つ
い
て
、『
三
六
通
裏
書
』
を
見
る
と
、

「
相
伝
云
、
凡
・
聖
斉
円
者
、
衆
生
一
心
、
或
時
起
二
善
念
一
、
或
時 

起
二
悪
念
一
。
故
、
非
二
唯
善
心
一
非
二
唯
聖
一
、
非
二
唯
悪
念
一
非
二
唯 

凡
一
。
善
・
悪
具
足
円
満
故
、
云
二
斉
円
）
15
（

一
。」
と
言
っ
て
い
る
。
要
す

る
に
、
衆
生
の
一
心
に
は
、
善
・
悪
、
凡
・
聖
等
の
両
性
が
不
可
分
に

備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
無
塵
法
界
凡
聖

斉
円
」
と
は
、
心
に
よ
る
相
の
差
別
を
離
れ
れ
ば
、
本
質
的
に
は
不

二
・
一
如
で
あ
る
と
い
う
、
上
記
の
捜
玄
即
冥
に
関
す
る
解
釈
と
同
義

で
あ
る
と
言
え
る
。

四
　
結

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
聖
聡
は
、「
無
塵
法
界
凡
聖
斉
円
之
理
」
を

「
捜
玄
即
冥
」
と
判
断
す
る
こ
と
で
、
浄
・
穢
等
の
相
は
心
の
作
用
に

よ
る
も
の
で
、
本
質
的
に
は
不
二
・
一
如
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、『
伝
通
記
糅
鈔
』
巻
一
一
・『
三
六

通
裏
書
』
等
の
記
述
を
承
け
、
理
法
界
で
は
浄
・
穢
、
生
・
仏
が
不



― 112 ―

『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
に
お
け
る
「
無
塵
法
界
凡
聖
斉
円
理
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
佐

伯
）

二
・
一
如
で
あ
る
と
い
う
聖
冏
の
解
釈
を
参
照
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
聖
聡
が
、
浄
・
穢
不
二
、
生
・
仏
一
如
を
述
べ
て
い
る
思
想
的
淵

源
に
は
、
師
説
の
影
響
も
あ
る
が
、
天
台
教
学
、
更
に
言
え
ば
、
唯
心

浄
土
・
己
心
弥
陀
と
い
う
思
想
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

1
　『
禅
学
大
系
編
纂
局
禅
学
大
系
祖
録
部
』
第
四
巻
、
一
喝
社
、
一
九
一
二
、

九
三
頁
。

2
　
安
居
院
聖
覚
が
、
大
原
問
答
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
西
存
祐
氏
等
に
依
れ
ば
、
聖
覚
は
仮
託
さ
れ
た

だ
け
で
、
聖
冏
が
加
筆
し
て
創
作
し
た
著
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
今
岡
達
音
「
大
原
談
義
に
つ
い
て
」（『
浄
土
学
』
第
五
号
第
六
輯
、

一
九
三
三
）、
小
西
存
祐
「
大
原
談
義
聞
書
鈔
に
つ
い
て
」（『
専
修
学
報
』

第
七
号
、
一
九
三
九
）、
服
部
淳
一
「『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
考
―
―
聖
冏

教
学
と
の
対
比
―
―
」（
丸
山
博
正
教
授
古
稀
記
念
論
集
『
浄
土
教
の
思

想
と
歴
史
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
五
）
等
、
参
照
。

3
　
浄
全
一
四
・
七
六
二
頁
上
。

4
　
浄
全
二
・
一
頁
下
。

5
　
浄
全
一
三
・
二
九
六
頁
下
。

6
　
浄
全
六
・
一
三
頁
下
―
一
四
頁
上
。

7
　
浄
全
一
三
・
五
二
七
頁
下
―
五
二
八
頁
上
。

8
　
大
正
四
六
・
七
八
一
頁
上
。

9
　
本
書
の
撰
者
は
聖
聡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
岡
達

音
氏
の
よ
う
に
聖
聡
の
偽
撰
と
す
る
先
行
研
究
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
概
に
聖
聡
の
真
撰
で
あ
る
と
断
定
で
き
な
い
。
本
発
表
で
は
、
一
先

ず
、
聖
聡
の
思
想
理
解
を
扶
け
る
傍
証
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
今

岡
達
音
「
大
原
談
義
聞
書
抄
見
聞
」
解
題
（
浄
全
二
一
・
五
八
八
頁
下
―

五
八
九
頁
上
）、
戸
松
啓
真
「『
大
原
談
義
聞
書
抄
見
聞
』
に
つ
い
て
」（
大

谷
旭
雄
　
大
本
山
増
上
寺
発
行
『
聖
聡
上
人
典
籍
研
究
』
山
喜
房
仏
書

林
、
一
九
八
九
）
等
、
参
照
。

10
　
浄
全
一
四
・
七
八
〇
頁
上
。

11
　『
釈
浄
土
二
蔵
義
』
巻
一
〇
（
浄
全
一
二
・
一
二
〇
頁
上
）。

12
　
浄
全
二
・
一
一
九
頁
上
。

13
　『
伝
通
記
糅
鈔
』
巻
一
一
（
浄
全
三
・
二
六
四
頁
下
）。

14
　
大
正
三
二
・
五
七
七
頁
中
。

15
　
浄
全
一
二
・
七
七
八
頁
上
下
。

〈
参
考
文
献
〉

大
久
保
良
峻
「
台
密
と
天
台
本
覚
思
想
」『
仏
教
文
学
』
第
四
二
号
、
二
〇
一
七

柳
澤
正
志
「
天
台
の
実
践
論
―
―
朝
題
目
夕
念
仏
・
観
心
法
門
―
―
」『
天

台
学
探
尋
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
四

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　
聖
聡
、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』、
無
塵
法
界
凡
聖
斉
円

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）


